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令和６年度 「学校関係者評価」 

 

 
項  目 

（重点としたものに○） 

自己評価 

(学校の目標達成状況及び学校の取組の適切さ、

改善方策について等) 

外部評価者からの意見・指摘 

教
育
環
境
の
充
実 

①学校安全の推進 〇 

今年度は、日程の調整ができ、文化

教育ゾーンの合同防災訓練（津波想

定避難訓練）に本校の避難訓練とし

て一緒に行った。その際、施設利用

者と共に、体育館への全校避難（垂

直避難）を久しぶりに行った。コロ

ナ禍以降、全校が体育館に参集する

機会がほとんどなかったので、大変

いい機会となった。昨年１月１日に

能登半島を襲った地震以降、かなり

の規模の地震が各地で続いている

こともあり、年度に１回は同様の避

難訓練の必要があると感じている。 

無差別の殺傷事件が発生している。

学校施設内で起こった事件ではな

いものの、不測の事態を考えると不

審者に対する対応の準備の必要は

ある。今年度も職員向けの不審者対

応訓練と児童向けの不審者対応訓

練を、逗子警察署のご協力を得て実

施できた。署員の助言からさすまた

を各学年のフロアに増設し、不測の

事態に備えることができ、学校安全

の推進となったと考えている。 

安全・安心を最優先に考えているこ

とが、全ての教職員に浸透している

と実感している。定例の職員会議の

際に、たとえ短い時間であったとし

ても事故防止会議は流さず行った。

不祥事防止に関わる事案が中心に

なってしまったが、全国で話題にな

っている案件や学校や地域で発生

した事故もタイムリーに取り上げ

た。本校における同様の事故発生の

可能性や仮に発生した場合の対応

等を自ら意識し考えられるよう指

導した。 

①学校安全の推進 

 

●学校での児童の生活におい

ては安全・安心が最も重要であ

ることから、不測の出来事に対

する定期的な訓練が行われて

いることは非常によい。各種の

災害に対する訓練を、毎月テー

マを指定して実施したい。 

●児童の自宅の倒壊などに対

応する備品や設備についての

確認が行われていることが望

まれる。 

●逗子警察の協力による不審

者対応の訓練及びその指導に

基づく素早い備品の増設は評

価できる。 
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②教育情報化の推進 

授業における ICT 機器の活用をど

の学年・学級でも積極的に行ってお

り、かなり進んでいると考えてい

る。授業外の活動（委員会活動等）

でも、様々な場面での活用があり、

使おうとする意欲が教員にも児童

にもあると思っている。PC やタブ

レットを校務の中で使用する場面

も多く見られ、校内研究の公開授業

の参観の際も、情報共有の手段とし

て用いており、校内研究の在り方も

時代に合わせて変化していると思

っている。しかしながら GIGA スク

ール構想で導入されたタブレット

の破損が多発し、修理を余儀なくさ

れている状況が続いている。修理が

滞っている状況が続いておりタブ

レットが足りない。授業に支障が出

ないよう教員のタブレットを貸し

出しているが、推進の妨げになって

いると言わざるを得ない。 

 

 

②教育情報化の推進 

 

●ICT 機器の導入が進んでい

るだけではなく、教職員や児童

が率先して使用していること

が高い評価に値する。 

●一方で、ICT 機器の導入や推

進によって、それ以前にはなか

った問題点がないか検証する

機会がもてると良い。 

＊よくあるケースとして、多く

の情報が簡単に送信できるた

め、情報の送信が過多になり、

受信者がその情報を確認でき

ていない場合がある。また、教

職員のプライベートな時間を

大量の情報が奪ってしまうこ

とも問題である。 

●タブレットの破損は修理ア

ベレージに対して多いのか。物

は壊れるので、破損そのものは

仕方ないとも思う。 

 

③地域との協働推進 

今年度も地域で行われている会合

にはできるだけ出席し、顔の見える

関係性の構築に心がけた。また、地

域の方々を外部講師としてお招き

し、学びが深まるよう全学年で努め

ている。専門的な知識やスキルをお

持ちの外部講師の活用は、児童によ

い刺激を与えることができている。

地域との協働が進んでいるとは言

い難いが、地域との繋がりは維持で

きていると感じている。また、近隣

の保育園・幼稚園に本校の体育館と

校庭を貸出し、運動会を開催した。

地域との協働に繋がるきっかけに

はなっていると考える。 

コミュニティ・スクールの導入に向

けては、西部地区管理職ミーティン

グに参加させていただき、中部地区

の導入に見向けての参考としてい

る。本校の学区は、２中学校区に跨

③地域との協働推進 

 

●公立小学校は地域との連携

によって成り立っていること

から、さまざまな点で協働の活

動があることが大変良い。 

●地域の資源を積極的に活用

し、児童がたくさんの経験をす

る機会を提供して欲しい。 
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っているため、他の７校と違った難

しさを感じている。年度がかわる前

に、中部地区の他の２校と来年度に

向けての事前の打ち合わせをする

ことが話題になっている。 

④学校評価を生かし

た学校づくり 

今年度は、昨年度末にいただいた学

校関係者評価委員による外部評価

の指摘事項を学校経営方針に盛り

込み教職員に提示した。盛り込んだ

すべてを達成したとは言い難いが、

ご指摘を意識しながら学校経営を

行ってきたつもりである。外部評価

の指導事項親や保護者アンケート

による評価を念頭に置くことは学

校づくりにおいて不可欠であると

考えるので、年度末にいただいた評

価を次年度の学校経営に生かして

いきたい。 

④学校評価を生かした学校づ

くり 

 

●評価委員の一人として、評価

を生かした学校運営が行われ

ていることは大変うれしいこ

とである。同時に保護者アンケ

ートに真摯に耳を傾けている

様子がうかがえて大変良いと

判断できる。 
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Ⅰ
 

学
習
指
導
の
充
実 

①授業改善の推進 〇 

この数年、情報活用能力の育成につ

いて校内研究を進めてきたが、今年

度から国語科を中心とした授業改

善の研究にシフトすることとした。 

国や県が推奨している（高学年）専

科や授業交換を積極的に取り入れ

授業を行なってきたが、今年度は国

語科の授業は学級担任が行うこと

とし、学年の教員全員で同じ教科の

教材研究・教材準備を行い、国語科

の授業の在り方を研究し授業改善

に努めた。まだ、１年目の取組なの

で、成果と言えるものがないが、次

年度以降も比較的長いスパンでこ

の研究を継続していきたい。 

有志教員で企画した「ミニ研修会」

は、全ての会が授業づくりに特化し

た内容ではなかったが、成功例や失

敗例を話題に、経験の異なる教員が

ざっくばらんに話ができ、授業改善

のための有効な機会になったと思

っている。時間を捻出することが難

しいが、次年度も継続していきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業改革の推進 

 

●教育改革は日本中で今まで

すっと語られているテーマで

あるが、大きく変化していない

と感じる。または、変化が見ら

れたと同時に、さらに次への変

化や、元に戻るという変化にな

ってしまっている。 

教育の目的となることを明

確にして、何のための改革を行

うのかという「目的」について

の議論から始める必要がある

と思う。 

短期間での改革よりも 100

年先を見据えた議論を期待し

ている。 

●教育が時代に追いつけてい

ない。Youtube の動画を目の前

で見せると子どもができるよ

うになった。ボトムアップが教

師の役割。 

海・山のリソース、たてわりな

どいろんな人と接して欲しい。

けんかやトラブルがあって当

たり前。勉強と併せて、いろい

ろな人と接する学習を豊かに

してほしい。調査の結果では、

海などで体験させたいという

理由で逗子に移住された方が

多い。 
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②健康体力づくりの

推進 

昨年度の学校関係者評価委員会の

皆様から、『体育の授業での体力づ

くりには限界あるため、児童の「遊

び」や日常の生活の中に、体力づく

りの機会を確保することに注目を

してほしい』とご意見をいただい

た。学年によっては、フレスコボー

ルやアルティメットなどの競技の

専門家にご指導いただき、子どもた

ちの興味関心を刺激する試みを行

ったが、学校全体として健康体力づ

くりを意識した取り組みを行った

とは言えなかった。日常的な取り組

みを促すためには、体育委員会など

を巻き込んだ組織的な取り組みの

必要性を感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

②健康体力づくりの推力 

 

●『体育の授業での体力づくり

には限界あるため、児童の「遊

び」や日常の生活の中に、体力

づくりの機会を確保すること

に注目をしてほしい』との意見

は見事に的を射ていると思う。 

体育の授業は週に３時間ほど

になるが、週７日間（24 時間×

７日）168 時間対してあまりに

も少ない。 

●学校生活の中で、単発のイベ

ントとしてではなく、また単な

る遊びではなく、全員が毎日６

年間続けて行わなければなら

ない活動を考案することが重

要だと思う。 

例：毎朝 500～1000ｍのジョ

ギングをして、６年間でどのく

らい走ったかを認定する活動

等。 
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③体験活動の充実 

今年度も多くの外部講師を招聘し

「出前授業」を実施した。その中で

体験活動も多く実施した。夏季休業

中に開催しているサマースクール

は、講座数を制限したものの体験活

動の機会を提供することができた。

講座によって人数の差はあるが、児

童のニーズがあることがわかる。サ

マースクールに係る準備や運営を

コーディネーターの皆さん中心に

行っていただいたので、一部の職員

に負担がかかることがなく、管理職

のみの負担で実施することができ

た。コミュニティ・スクールが立ち

上がる令和８年４月より前は、学校

支援地域本部を並走させることに

なっているので、次年度も今年度並

みにサマースクールを実施し、児童

の体験活動の機会を提供していき

たい。 

③体験活動の充実 

 

●小学校教育においては体験

を重視した活動が最も重要で

あると言われている。左記のよ

うな充実した活動は高い評価

に相当する。特に、体験活動の

実施には準備や実施当日の支

援が必要になるため、教員の負

担をいかに軽減するかが問わ

れるが、コーディネーターの参

加での軽減が図られている。 

ただ、管理職の教員の負担が

気になる点である。 
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④今日的課題への 

取り組み 

 

 

小学校教育における今日的課題と

して、①学力の格差 ②いじめ問題 

③多様性の尊重 ④デジタル教育 

⑤心の健康 ⑥環境教育 などが

あげられる。それぞれの課題を各学

年で意識し、学年・学級として取り

組んではいるが、学校全体として取

組を進めているとは言い難い。その

中で、助産師を講師に招き、性教育

の学習機会を全学年に提供できた。

発達段階によってその提示方法な

どが難しく、賛否両論ある中で難し

さを感じるものの、子どもたちが自

らの心と体を守るために必要な学

びであったと思っている。逗子市内

の公立の学校全体にも、この学習が

広がっているので、子どもたちが正

しい知識と行動を身に付けること

ができるよう引き続き実践してい

きたいと考えている。 

⑥の環境教育は、５年生の総合的な

学習の時間の中で、SDGs をテーマ

に探求を深めた。外部講師の方々か

らのご協力を得て、持続可能な社会

を築くための学びに繋がったと思

う。 

③の多様性の尊重は、２年のイケゴ

エレメンタリーとの交流において

実践できたと考えている。異なる背

景を持つ子どもたちが学んでいる

環境がこんなに身近にあることを

知ることができたと思っている。 

新たな今日的な課題は、目まぐるし

く生じていくが、タイムリーに取り

組んでいきたいと考えている。 

④今日的課題への取り組み 

 

●左記の①～⑥の６点を挙げ

ているがどの学校でも対応が

難しい課題ばかりである。 

 特に性教育については常に

賛否両論があるが、児童が自分

自身の身を守るための活動と

して、助産師を招いての学習は

十分に意味がある活動と考え

る。 

いじめ問題や心の健康なども

10 件十色の対応が必要である

ため、教員の力だけでは解決で

きない問題であると思われる。

専門的な知識や経験のある方

のサポートが必要だと考える。 
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Ⅱ
 

支
援
の
充
実 

①支援環境の充実 〇 

今年度は、教職員の数が充足してい

たので、教育相談コーディネーター

を昨年度の３名体制ではなく、専任

にすることができた。そのため教育

相談の窓口をほぼ一本化にするこ

とができ、教育相談コーディネータ

ーを中心とした校内連携や外部連

携を進めることができた。専任と言

っても、学年代表など重要な役割を

担ってもらわざるを得ず、フットワ

ークの妨げになっていたことは否

めない。次年度に向けて、より動き

やすく機能する体制を構築してい

きたい。 

支援環境の充実に向けては、児童指

導支援部を中心に努力している。本

校の環境（オープン教室や教室不足

など）を物理的に改善することは難

しいが、特別支援学級所属の児童の

増員に伴い、通常級の教室に壁を作

り、転用することで対応していく予

定である。校内支援センター（リソ

ースルーム）の開設も設置する場所

の問題があり、頭を悩ます課題では

あるが、知恵を出し合って早期に開

設したい。 

①支援環境の充実 

 

●専任の教育相談コーディネ

ーターの確保は非常に評価が

できる。人的な環境の向上はあ

らゆる場面で効果をあげるこ

とができる。この点は高評価で

ある。 

教員があらゆることを行う

のではなく、専門的な力を有す

る人の支援を得られるような

教育行政や教育環境が求めら

れる。 

●特別支援の環境を維持する

ためには、対応する人材と適し

た空間が重要である。その点に

おいて、空き教室や教室を分割

するなどの案を絞り出して対

応しようとしている様子がう

かがえる。 

●特別支援学級在籍児童が増

えたのは、基準が変わったの

か。個人的に思うのは、能力の

高い子どもたちも在籍してい

るので大切にてほしい。若い頃

からいろんな人がいるという

ことを知るのがいいと思う。 

●学校でトラブルに際した際、

保護者が転校を考えるときも

あると思う。あるいは、居場所

となるところを探すと、料金が

高かったりする。親が仕事を辞

めるなどは、避けたい。高校生

くらいになると逃げ場所はい

くらでもある。小学校児童が使

える居場所となるところが増

えるとよい。 
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②安心できる居場所づく

りと絆づくりの推進 

教育相談コーディネーターを専任

にすることができたので、旧うるフ

レルームを活用し、支援教室を再開

させた。教育相談コーディネーター

と校内教育支援センター支援員（虹

サポ）で運営し、子どもの居場所と

して機能することができていると

考えている。学校規模の割には手狭

な部屋なので、次年度に向けて校内

支援センター（リソースルーム）へ

の他の部屋の転用を検討した。現

在、頻繁に使用しない会議室を校内

支援センターへ転用を考え、整備す

るための予算を要求したものの、隣

接する音楽室からの音が思いのほ

か穏やかな環境を妨げることがわ

かり、再考せざるを得ない状況にな

っている。すべての児童にとって、

学級や学年が安心でき、魅力ある居

場所となるように学級経営や学年

経営を行っているが、不登校や登校

渋りの出現から、必ずしも学校側の

考える居場所にはなっていないと

言える。 

今年度もたてわり班活動（異年齢に

よる活動）を実施した。一年間をか

けて高学年児童の責任感などが強

くなり、中学年・低学年児童との絆

が深まっていく過程を目にすると

何とも微笑ましい。下級生もリーダ

の姿を目にし、数年後の自らの姿の

モデルとしていることがうかがえ

る。 

②安心できる居場所づくりと

絆づくりの推進 

 

●音の問題などたくさんの課

題がある中で、支援センターの

新しい場所の検討などの推進

を行っていることが十分わか

る内容である。 
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③いじめ対策の推進 

前年度までにいじめ防止対策基本

方針を見直していたが、年度初めの

悉皆研修後に、さらに改訂をした。 

未然防止のための日々の取組等が

大切であることは言うまでもない

が、いじめと思われる、あるいはい

じめに発展しかねないトラブルを

認知した際に早期の対応を行うこ

とができた。児童指導支援部を中心

に組織的に対応を検討し実施でき

たと考えている。対応のひとつとし

て、今年度も校長が学年指導を行う

場面を作った事案があった。いじめ

に限ったことではないが、特にいじ

めに関しては、校長が児童に語りか

け指導する機会は必要であると考

える。月例の朝会の復活には至らな

かったが、オンラインではあるが前

年度よりも１回朝会の回数を増や

した。話した内容の反応に成果を感

じることもできた。 

③いじめ対策の推進 

 

●いじめ対応で最も重要なこ

とは早期対応と言われている

ことが明示されている点が優

れている。また、校長自身が学

年指導を行っている点も大き

く評価できる。 
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③不登校対策・問題行

動対策の推進 

新規の不登校児童を生じさせない

ように、魅力ある学校づくりに努め

てきたが、不登校の出現率は必ずし

も低くならなかった。不登校が続い

ている児童については、本人や家庭

との繋がりを維持できるよう保護

者や関係機関との連携を保持して

きた。年間通じてほぼ全欠の児童が

数名いるが、前年度１日も学校に登

校できなかった児童が、担任の働き

かけにより数日学校へ足を運ぶこ

とができ、宿泊行事にも参加でき

た。学校へ気持ちが向くように安心

して過ごせる居場所としての校内

支援センター（リソースルーム）の

設置を急ぐ必要を感じている。 

暴力等をはじめとする問題行動に

ついては、ゼロではなかったが、教

職員の努力により、大きなトラブル

になる前に対応し、指導できたと思

っている。昨年度同様に比較的落ち

着いた一年となったと感じている。 

職員会議や週一回の打ち合わせの

際、全教員の共通理解が必要な児童

の情報交換を継続的に行った。不登

校や問題行動に繋がらない対策に

なっていたと思っている。 

③不登校対策・問題行動対策の

推進 

 

●不登校児童対応は、それぞれ

の児童の不登校の理由が明確

でない場合が多くは個別対応

になる。その中で、前年度ほぼ

全休だった児童が担任の働き

掛けで数日学校に足を運び、宿

泊行事にも参加できたのは大

きな成果である。通常の授業に

も参加ができるようなサポー

トをさらに期待する。 

●暴力行為を中心とした問題

行動も全教員がその児童の特

性を理解して対応していると

のことが成果につながってい

ると思われる。 
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④幼・保・小、小・中

の連携推進 

毎年２月には、新就学予定の園児た

ちを招いて、小学校の環境に園児に

慣れてもらうために「ようこそ集

会」を企画している。幼保小の連携

を図る大切なイベントのひとつで

あるが、今年度は他校と日程がかぶ

ってしまったこともあり、幼稚園・

保育園にはご迷惑をおかけしてし

まった。日程の確定等は学年に任せ

ているが、運動会などと同様に他校

との調整を図る必要があることを

あらためて認識した。連携を推進さ

せているとは言い難いが、繋がりや

関係を構築する一助にはなってい

ると考えているので、さらに手を広

げることは難しいが、現状は維持し

たいと考えている。 

例年のように、市教育委員会が主催

している担当者会議に担当が参加

し、同じく参加している幼稚園・保

育園等の施設との連携および情報

共有をしてきた。年度末に次年度の

新就学児童が在籍する幼稚園・保育

園を幼稚園・保育園を訪問させてい

ただき、園での様子等を参観させて

いただく機会を本年度も設けた。新

１年生がより良い環境で小学校の

生活をスタートさせる準備をする

ために有意義な連携となった。今

後、より良い連携を行っていくため

に、卒園した幼稚園・保育園の先生

方に学校の様子を見ていただく機

会は設けることも考える必要があ

る。 

年度末に、中学校進学時のクラス編

成の参考となるよう、引き継ぎの機

会は設けているが、小・中の連携と

は言い難い。かなり以前は、より専

門性の高い中学校の教員が、小学校

で授業を行なったり、生徒会の生徒

が小学校へ赴き中学校生活を説明

しにきたり、中学校に赴いて部活動

の体験をしたりしていたが、その機

会がなくなってしまった。 

④幼・保・小、小・中の連携促

進 

 

●１年生の壁と言われる小学

校低学年での問題は、小学校へ

の入学前からの対応が必要で

あり、その点が推進されている

点が大変優れている。 
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Ⅲ
 

学
校
組
織
の
充
実 

①学校・学年・学級経

営の充実 〇 

今年度も、学校経営の方針を年度当

初に提示・説明し、本年度の教育活

動を開始した。後期始まりの折り返

し地点では、再度教職員に経営方針

や防災マニュアル等の読み返しを

促し、意識させることに努めた。ま

た、年度の始めに学級経営の方針や

専科指導方針を作成・提出させた。

昨年度までは管理職止まりとして

いたが、学級を経営する担任や教科

指導担当の考えや思いを知ること

ができ、参考になることが多く記載

されているので、作成者の了解を取

り、共有できるようにした。いろい

ろな考えや思いを共有することで、

教職員が一枚岩となると考える。次

年度も継続するとともに、他の方策

も試みたいと考える。 

①学校・学年・学級経営の充実 

 

●４月当初だけでなく、年間を

通して教職員が一丸となって

対応している点が感じられる。

効果的な活動であると思われ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②研究・研修の充実 

 

●GIGA スクールを想定した

ICT 機器の活用については非

常に効果が上がっている様子

がうかがえる。 

●各教科の指導において、日本

語力の向上に取り組んでいる

ことは大変評価として高い。長

期的に全教科での対応が期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②研究・研修の充実 

逗子市教育委員会からの委託研究

を校内研究として進めた。GIGA ス

クール構想の推進に伴いテーマと

して掲げた ICT 機器の活用につい

ては、講師からはかなり充実してい

ると評価をいただいたこともあり、

昨年度末までに一つの区切りを見

ることができた。この間力を入れる

ことができなかった教科指導法に

ついて、今年度は新たな主題として

研究を取り組んできた。基本中の基

本であり、外国語科を除いたすべて

の授業の中心言語である国語科の

授業力向上を主題の中心に据えた。

初年度としては、全教員で熱心に取

り組むことができたと思っている

が、研究によって得られた成果が一

時のものにならないよう、少し長い

スパンで取り組んでいきたいと考

えている。 
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③信頼に基づいた指

導の推進 

体罰と言える事案はなかったが、不

適切とは言わないまでも対応がう

まくいかなかった案件はいくつか

あった。保護者や地域の方との信頼

関係が崩れると、失った信頼を再び

取り戻すことはかなりの時間を要

する。信頼を損なう対応が起こらな

いよう、素早く丁寧な対応を常日頃

から行わなければならないと思っ

ている。引き続き、教員が研鑽を積

めるような機会を提供していきた

い。 

③信頼に基づいた指導の推進 

 

●どの学校でも殴るなどの体

罰は減っているが、表面には表

れにくい言葉や態度による体

罰への注意がさらに必要であ

ると感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④働き方改革の推進 

スクールサポートスタッフに加え、

今年度より教職員庶務補助員が配

置されることになり、教員でなくと

もできる業務を代替していただい

た。印刷や教材の準備等のほかに会

計事務なども担当していただき、教

員の仕事をかなりの部分サポート

していただき大変助かった。しかし

ながら、早朝に出勤して仕事をした

り、勤務時間終了後に仕事をしたり

する教員も相変わらず多くおり、超

過勤務の抜本的な解決には至って

いない。スクールサポートスタッフ

だけに限って言えば、どんな規模の

学校でも一律（勤務時間）に配置さ

れている状況は変わりなく、市内の

公立学校で最多の学級数の本校に

おいては、教員のニーズ全てに応え

ていただくのは難しかった。 

④働き方改革の推進 

 

●部分的にサポータの力が借

りられていることは効果的だ

と感じる。 

●日本の教員の勤務時間は少

なくとも 10.5 時間を超えてい

て、先進国中最も長いと言われ

ている。ただし、実際にはこの

データよりもさらに長い勤務

を行っている教員が多いと思

われる。 

学校での対応では不可能で

あるが、海外と比較して授業時

数があまりに多いので、その減

少などの本格的な対策が国と

して必要であると思われる。 

●専科教員（あるいは得意な教

科を担当する交換授業など）は

教員の働き方改革につながっ

ていると考える。 

 

 


